
第２４８回教育研究評議会議事要録（案） 

 
１．日 時  平成２７年９月１日（火） １３：３０～１６：０５ 

２．場 所  事務局 第２会議室 

３．出席者  中井学長、功刀副学長、三浦副学長、神子副学長、 

千葉副学長、 

       千葉人間発達文化学類長、朝賀評議員、松下評議員、 

       久我行政政策学類長、田村評議員、鈴木評議員、 

       真田経済経営学類長、阿部評議員、佐野評議員、 

       二見共生システム理工学類長、山口評議員、佐藤評議員、 

小島統括学系長 

       【オブザーバー】青柳理事、高橋監事、平山監事 

４．欠席者  小沢副学長、中村事務局長 

 
５． 

審議事項 

１． 駐車場の整備について 

２．公正研究規則等の改正について 

 

報告事項 

１． 平成２７年度学長学術研究表彰について 

２． 平成２８年度概算要求について 

３． ジョージア大学（米国）との大学間交流協定締結について 

 

【確認事項】 

第２４７回教育研究評議会議事要録を一部修正の上、確認した。 

 

【審議事項】 

（１） 駐車場の整備について 

功刀副学長から、資料１に基づき、駐車場の整備について提案があった。なお、

詳細な運営方法等については今後検討することとなる旨説明があった。 

出された主な質問に対する説明は以下のとおりである。 

・新たな駐車場を整備することにより、現在の入構状況であればすべて駐車可

と思われる。 

・駐車場整備による料金徴収を予定しているが、オープンキャンパス、入学試

験、教員免許更新講習会など多くの方が入構する場合は、従来どおりの運用



としたい。 

・教職員組合への事前説明は既に行い、その場では特に異論はなく、現時点で

要望書は提出されていない。 

・駐車料金徴収による通勤手当の見直し等は想定していない。交通用具使用に

よる通勤手当支給と駐車スペース確保は別であると考える。他大学の例を参

考に料金徴収も含め検討を行った。 

・南門駐車場は、現在と同様に学生用駐車場として運営したいと考えている。

なお、夜間学生の駐車料金の無料化などについては今後検討する。 

 

また出された意見は以下のとおりである。 

・新しい駐車場が遠いことから、引き続き路上駐車問題は残ると思われる。注

意喚起など十分な対策を検討する必要がある。また駐車スペースを個々に割

り振ることやローテーション、または部局ごとにスペースを決めるなどの方

法も検討してはどうか。 

・他大学の例を参考にしたとあるが、特定の大学の情報だけではないのか。広

く情報収集して欲しい。 

・教育研究や業務で自家用車を公務として利用するケースもあるため、例外的

な対応について検討できないか。 

・臨時入構による料金徴収を１日２００円として検討しているが、許可対象で

ない学生も自動車で新たに入構しないのか。多少時間がかかっても警備員等

による確認もした方がよいと思われる。 

・カードの不正貸与が生じる可能性があることから、何らかの対策が必要と思

われる。 

審議の結果、駐車場設置と有料化について、原案のとおり承認された。駐車場の

運用に関して各学類教員会議へ意見を聴くこととし、第２５０回教育研究評議会

（10 月 20 日開催予定）において各学類からの戻り報告をすることとした。 

 

（２） 公正研究規則等の改正について 

千葉副学長から、資料２に基づき、第２４６回教育研究評議会（７月２１日開催）

において審議した内容の修正について説明がなされ、併せて各学類教員会議へ意見

聴取していた最終報告（案）について戻り報告があった。 

審議の結果、一部修正の上、承認された。 

各学類教員会議へ、教員控室に資料掲示の上、報告することとした。 

 

【報告事項】 

（１）平成２７年度学長学術研究表彰について 



   中井学長から、資料３に基づき、研究推進機構本部会議の審査結果を踏まえた学

長学術研究表彰の受賞者及び長年の研究功績等を有する学長学術研究功績賞の受

賞者を決定したとの報告があった。 

各学類教員会議へ、教員控室に資料掲示の上、報告することとした。 

 

（２）平成２８年度概算要求について 

功刀副学長から、資料４に基づき、今年度２８年度概算要求についての報告があ

り、続いて三浦副学長から、入学者選抜改革分に関する補足説明があった。 

各学類教員会議へ、教員控室に資料掲示の上、報告することとした。 

 

（３） ジョージア大学（米国）との大学間交流協定締結について 

小沢副学長が欠席のため、中井学長から、第３７３回役員会（８月３１日開催）

において承認されたとの報告があった。なお内容については、国際交流センターか

ら説明するとの発言があった。 

引き続き国際交流センターから、交流計画、協定内容、協定締結スケジュール等

について説明があった。なお今回は大学間研究等についての交流協定であり、今後

学生の交換留学等を行う場合は、学生交流協定を別途締結する必要がある旨の説明

がなされた。 

各学類教員会議へ、教員控室に資料掲示の上、報告することとした。 

 

（４） その他 

特になし 


